
1 

令和８年第２回定例会　一般質問通告書

順位 議席 氏名 質問の要旨 日程
1 16番 相良　卓紀 6月15日

①中津市の圃場整備の実施状況
②大規模化へ向けた再圃場整備が可能な水田
③再圃場整備実施に向けた取組状況

①現在の入居状況
②解体スケジュール
③解体後の土地活用

①中津市出身の実業家和田豊治翁の功績
②これまでの小山町と中津市の関係
③小山町との交流に向けた考え

①中津市の人口（校区別人口・出生率・高齢化率の推移）
②地域コミュニティの維持・活性化
③災害に強いまちづくり

①中津市の外国人人口
②外国人総合相談センターの役割と受付状況
③外国人の住まいの確保
④自治会との連携

①タバコ・ごみ等のポイ捨ての把握状況
②啓発・分煙施設整備などの対策

①現在までの青切符検挙件数（全国・県・市）
②ハード面・ソフト面での今後の取組

①雑草に関する苦情の現状と課題

①景観重要公共施設の整備方針
②歩道のカラー塗装舗装は景観を阻害

①旧市町村別の将来推計人口
②移住・定住対策
③少子化対策

4 13番 木佐貫　佳子 6月15日

①中津市の学校現場についての教育長のとらえ
②豊かな学びを保障するための取組
③働き方改革
④学校のあり方
⑤部活動の地域展開
⑥「学びの里づくり」へのかかわり

①現状、成果と課題
②さまざまな連携先との取組と計画

2 11番 千木良　孝之 6月15日

3 10番 大塚　正俊 6月15日

②条例の改正に向けて

1. 大規模圃場整備事業に向けた取組について

3. 静岡県小山町との交流について

2. 多文化共生社会について

3. 環境問題について

4. 自転車における道路交通法改正後について

2. 都市計画道路宮永角木線の沿道景観の形成

3. 待ったなしの人口減少対策

1. すべての子どもに豊かな学びを～中津市の教育のこれからに向
けて

2. 耶馬溪の学びを未来へ～中津南高耶馬溪校の発展に向けて

2. 臼木住宅解体後の活用について

中津市版まち・ひと・しごと創生総合戦略について

1. 空き地の雑草対策について

1.
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令和８年第２回定例会　一般質問通告書

順位 議席 氏名 質問の要旨 日程

①中学生以上の自転車利用者に道路走行違反が多いが、対策は
（学生に対する対策、一般の方々の対策)
②幅員のある歩道や狭小の歩道における道路走行指示標識の充
実は
③歩道上の隣接住宅の越境樹木対策

①来場者が６００万人に達する見込みだが、効果のあった特産
品は
②道の駅なかつの催しが少ないと思われるが、ＰＲの方法は

①スポーツ、文化芸術の民間移行が進んでいるが、授業（教
科）との関連をどう考えるか

①各部門が考える中津市の魅力とその理由は
②魅力向上のためにどのようなことが考えられるか
③魅力をどのように伝えているか

①今年度の実施実績
②前年と比べて工夫・改善した点は
③来年度以降の計画

①都市計画とは
②都市計画の見直し頻度は
③都市計画道路の進捗と課題

7 19番 相良　亜寿香 6月16日

①導入からこれまでの受入れ人数と活動分野の内訳と現在活動
中の隊員数と配置地域は

③各支所の活動内容と満足度の把握は
④旧下毛地域における地域支援の一本化

8 ７番 古江　信一 6月16日
①熱中症と思われる患者数の推移
②特に注意を要する高齢者や子どもへの対策
③学校現場における対策強化を
④暑さ指数計の配置の状況と情報共有
⑤ＭＣＡ無線や防災ラジオの活用

①市が委嘱する自治区における役職は
②地区防災委員の委嘱を検討してはどうか

5 １番 恒賀　愼太郎 6月15日

6 ２番 奥村　一義 6月16日

①全国公募の状況
②学生寮の整備状況と新たに建設予定の寮の計画
③地域未来交付金の活用予定
④今後の中津南高耶馬溪校について市の考えは

②任期満了者のうち定住した人数と就業状況は
③定着率についての評価と定住に至らなかった理由と今後の課
題
④受入れ体制と地域との連携の状況と課題は
⑤任期中の活動内容は
⑥協力隊制度によって生まれた具体的成果は
⑦今後の協力隊制度の方向性は

①現在の各支所の人数と経費の内訳、採用の基準等は
②事業開始からこれまでの効果（年間相談件数・対応件数・支
援内容）の検証

2. 道の駅なかつの効果

3. 教職員の過重労働軽減

2. 中津市企業合同就職説明会について

3. 中津市の都市計画について

1. 中津南高耶馬溪校の全国公募および学生寮建設について

1. 熱中症予防対策について

2. 自治区の組織対策について

1. 「青切符」導入による安全研修

1. 中津市の人口増加施策について

2. 地域おこし協力隊について

3. 田舎困りごとサポート事業について
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順位 議席 氏名 質問の要旨 日程
9 23番 木ノ下　素信 6月16日

①自治会ＤＸ・電子回覧板の導入状況と市の支援策
②電子回覧板等を活用した見守り・安否確認機能の強化
③高齢者等の移動支援の現状と課題
④自治会や民生委員等と連携した移動支援体制の構築

10 24番 本田　哲也 6月16日
①特殊詐欺被害の現状は
②特殊被害対策は
③被害に遭った時の対策は

①防災行政無線の仕組み及び運用体制
②活用状況は
③その他の緊急時の活用は

①長者屋敷官衙遺跡の整備状況は
②古代ゾーン全体の活用計画は
③観光ボランティアガイドの育成は
④シンポジウムの開催を

11 ５番 川内　八千代 6月17日
①状況の把握
②市民生活を守るための施策を早く

①物価高・資材不足等による今後の新共同調理場建設への影響
②給食費全員無償を来年度も続けるように
③給食食器は安全な強化磁器を続けて使うように

①市長の任期中に市民の税金を使った後始末の解決を

①９９条、公務員は憲法擁護尊重の義務がある

①軽度難聴者への助成で孤立や認知症のリスクを減らすために

①タクシー券の対象者拡大
②バス停の増設

①普及に向けた取組
12 20番 小住　利子 6月17日

①医療的ケア児等の避難対策
⑴安全確保と「個別避難計画」策定の現状
⑵非常用電源の確保と避難所の体制強化
⑶定期的避難訓練の実施に向けた考えは
②通電火災を防ぐ「通電火災対策」
⑴「感震ブレーカー」の役割と必要性
⑵「感震ブレーカー」の普及促進と導入補助の考えは

①医療保険制度の改正に伴う市民負担の現状把握
②健康寿命の延伸のための強化策は

①現在の会員数の男女別と比率は
②年間の就業日数の男女差、未就業会員の割合は
③現在の就業内容と就業開拓と多様化
④中津市シルバー人材センターの今後の取組

1. 自治体ＤＸと移動支援を連携させた誰一人取り残さない地域づ
くりについて

1. 特殊詐欺被害対策について

2. 防災行政無線の柔軟な活用を

3. 古代ゾーンについて

1. 中東情勢による物価高騰、品不足による市民生活への影響

2. 学校給食

3. 補助金不正受給事件の解決は

4. 憲法は権力をしばり、国民を守る

5. 補聴器購入補助を

6. 高齢者・障がい者の移動手段

7. ＬＥＤ照明普及に向けて

1. 誰一人取り残さない防災対策

2. 健幸都市づくり

3. シルバー人材センターの取組について
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順位 議席 氏名 質問の要旨 日程
13 22番 山影　智一 6月17日

①中津市流ＤＸの取組
②ＡＸの横展開、地域産業や地域へ
③プレミアム商品券の効果と実施のためのベンチマーク
④４半期ごとの業況調査アンケートの実施
⑤大分県中小企業活性化協議会の認知度、連携強化
⑥地場産業の育成を第一義としたサウンディングと契約プロセ
ス
⑦ふるさと納税の推進、「九州・中津逸品もん」の意義、成
果、企業版ふるさと納税とガバメント・クラウドファンディン
グ等による情報発信と財源確保
⑧移住政策、地域おこし協力隊による地域活性化
⑨ごみ袋のバラ売り
⑩戦略産業クラスターの見解

①社会福祉法改正とお一人様、身寄りのない高齢者の支援強化
②中津市社会福祉協議会の体制整備とＡＩの活用推進

①農業振興地域の考え方、「中津市農業再生協議会」と高知県
の「ＳＡＷＡＣＨＩ」
②中津駅の役割、主要観光地におけるデータに基づく観光振興
③中津城周辺道路の更新
④警防計画地域の対応、狭隘道路等整備事業
⑤空き家対策のワンストップ化と連携

14 14番 三重野　玉江 6月17日
①現在の学校教育における発達段階に応じたいのちの教育の現
状は
②ＳＮＳ時代に必要な性と人権教育、保護者や専門家と連携し
た包括的性教育の推進
③妊婦さんやお腹の赤ちゃんに優しい教育、まちづくりを

①香害、化学物質過敏症に対する認識と周知
②市として学校や保育施設、公共施設における配慮は
③健康被害を抱える方への支援策、啓発活動の考えは

①保護者対応、意思決定の判断のためのガイドラインはあるか
②子どもの心理的負担への配慮

1.

2.

3.

産業の振興と経済対策

社会福祉法の改正に伴う体制の整備

まちづくりの定義と、農業、観光振興

1. いのちの始まりを学び、自分を大切にできる教育を

2. 誰もが安心して過ごせる環境づくりについて

3. 共同親権制度施行による教育・保育現場への影響と課題につい
て
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順位 議席 氏名 質問の要旨 日程
15 ６番 三上　英範 6月17日

①２０２６年度の軽自動車税重課税対象台数の実態とその経緯
及び重課税の主旨とその評価

①国の水田農業政策の急変と市の対応は
②６期中山間地域直接支払い制度の申請状況
③水路は水田農業の要、水路の災害復旧は市が全額負担を

①シミュレーションＶＦＭと実際のＶＦＭ差異は
②競争原理の評価
③市の総力を結集して、安定・持続的な学校給食に

①高齢者施設の現状
②高齢者が安心できる中津市に

16 ４番 荒木　ひろ子 6月18日
①現状の把握
②くらし、営業を守る施策

①補助金不正受給
②不当要求、カスハラの現状
③談合情報等による対処

①軽自動車税重課
②国保税の引き下げ

①現状と将来像

①交通量の増えた位置指定道路の公的整備を
17 21番 松葉　民雄 6月18日

①人口構造の歪みと現状認識
②女性が働き・暮らし続けられる環境の整備
③中山間地・農村部の人口減少への緊急対応
④地域振興計画の策定

①市民向けデジタルサービス統合プラットフォーム
②ごみ収集カレンダーのプッシュ通知提供
③防災・避難情報の情報伝達
④高齢者・中山間地域住民への対策
⑤中津流ＤＸのさらなる深化と今後の推進体制

①地籍調査の現状と今後の推進計画
②高齢化・不在村化に伴う境界確認困難地域への対応
③ＩＣＴを活用した地籍調査の効率化
④所有者不明土地対策と地籍調査の連携
⑤防災・減災の観点からの地籍調査の重点的推進

①ひきこもりの実態把握と相談支援体制
②８０５０問題への対応
③重層的支援体制整備事業におけるひきこもり支援の位置付け
④メタバース等デジタルを活用した新たな支援手法

①交付条件と申請から交付まで
②受けられるサービス

1. 軽自動車税の重課税について

2. 水田農業の持続化、そのためにも水路の災害復旧事業は国の方
針に従って、補助残は全額市の負担に

3. イラン情勢及び公共事業入札を巡る状況からも学校給食ＰＦＩ
事業の「検証」特にＶＦＭの算定に関して

4. 会派の市民アンケートにある「国民年金で入れる高齢者施設」
実現

1. 引き続く物価高騰、資材不足等による市民への影響と対策

2. 中津市政の正常化

3. 市民の負担軽減

4. 中津南高耶馬溪校の存続対策

5. 道路環境の整備

1. 人口減少対策について

2. ＤＸ推進について

3. 地籍調査の計画的推進について

4. ひきこもり対策の推進について

5. 福祉手帳について


